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1　 は じめに

　ア ム ド ・チ ベ ッ ト語 は中国青海省の 全域，甘粛省 と四川省 の 一部 で話 されて い る 。 こ の言語

で は接辞
（1）
，助詞，助動詞が 名詞や動詞 など の 語幹に付加 される 際 ， 音韻的な環境 に よ っ て 形

態音韻的な交替をお こす と い う現象がみ られる。

　以下 に同現象 に関す る例 をい くつ か示す 。 「状態 ， 属性」を表す助動詞 ｛
＝Ge｝

 
には ＝ keと

＝ ge と い う2 つ の 交替形が ある 。 名詞や動詞などの語幹末尾が ！pノ，　bO，〃 の い ずれかで終わ る

場合 に は ｛＝G2 ｝が ；ko で現れ る （例は （1））。 語幹末尾が それ以外の 環境 （末尾 が fm！，！n1，

∠g／，
1r／

， 母音）の場合に は ＝ge で現 れ る （例は （2）， （3））。

（1）　　t¢
hok ＝ko

　　　して もよい ＝AUX

（2）　 mal 　
＝

　ge

　　　多 い ＝AUX

（3）　　tho＝go

　　　高 い ＝AUX

「して もよ い 」

「多い 」

「高い 」

　ただ し，助動詞だけで な く，語幹も交替する こ とが ある 。 語幹末尾が単独で 〆pノまたは ！y で

終 わ る場合 に助動詞 ；ke が後続する と，語幹末尾 の ！pノ，　 fyが ！k／に交替する （例は （4），（5））。

（4）　 nbek ＝k2　　　　　　　　　 「降る」

　　　降る ：NPST ＝ AUX

　　　（！nbek1 は動詞 ！nbep1 「降る」 の末子音 ／p！が OO に交替 した もの で ある）

（5）　 jok！ ke　　　　　　　　　 「ある」

　　　ある ≡ AUX

　　　（fjoktは動詞 fjoV「ある」の 末子音 〃 が ne に交替 した もの であ る）

　交替形 が 3 つ 以上存 在す る場合 もある 。 「譲歩，逆接」を表す接続助詞 ｛＝Rop ｝は ＝
　rop ，

＝ toO，＝ nqp η と い う 3 つ の 交替形 をもつ
。 語幹の末尾が単独 で 〃 また は ！rノで 終 わる場合 には

＝ toη が後続す る （例は （6），（7））。 さらに，こ れ らの場合に は語幹末尾の 子音 A！，1r／が IVに

交替す る。 語幹末尾が ／n／で 終わる場合 に は ＝n（toη が後続する （例は （8））。 それ 以外の 場合に

は ＝roηが 後続する （例は （9），（10））。
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（6）　 met ＝ tOD　　　　　　　　　　 「ない が」

　　　ない ニCONJ

　　　（！meV は動詞 〆meU 「ない 」の 末子音 1Vが 1t！に交替 した もの で ある）

（7）　 tghet＝tOlj　　　　　　　 「持 っ て行 っ たが」

　　　持 っ て行 く＝CONJ

　　　（1tQheifは動詞 1tgherf「持 っ て行 く」の末子音 ／r！が ／t！に交替 した もの で ある）

（8）　 j　？n　＝ 　nqo η　　　　　　　　「であ るが 」

　 　 　 COP ・−CONJ

（9）　 wap ＝rOO 　　　　　　　　 「降 っ たが 」

　　　降る ：PAST ＝CONJ

（10） ti＝rop 　　　　　　　　　 「書 い たが」

　　　書 く ：PAST ニCONJ

　接辞や助詞，助動詞 の頭子音が交替する とい う現象 は，「三 十頌」 （5   o〃ρヨ
ω
）などにみ ら

れ るチ ベ ッ ト文語
（4｝

の 助辞類の 連辞規則
（5）

に 類似 して い る 。 例 えば，属格助辞 （
’bre／ sgra ）に

は gyi ，　kW
’
．　gi　

’i，戸 とい う5 つ 交替形が存在 し，以下の よ うな環境で それ ぞれ の 交替形が現れ

る 。 例文は い ずれ も ロ サ ン （1992，
79−80）か らの 引用 で ある 。

【表 1】　属 格助辞 （み祀 1岬 ）の 交替

語幹末尾 η ，一
仞 ，イ ，−1 一4 −∂，一∫ 君 ，一

解
一乞，一の〔‘》

交 替形 釧
’

柳 ダ 7 また は戸

例 文 （ll） q2） （13） （14），（15）

（11） 衄 　 gyi

　　　熊　 　GEN

（12）　Skad　　孟フケ
『

　　　声　 　GEN

（13） thong　gi

　　　彼

（14） nga
’i

　　　私

GEN

GEN

（15） nga 　yt

　　　私　　GEN

「熊の 」

「声の 」

「彼の 」

「私の 」

「私の 」

　ただ し，ア ム ド ・
チ ベ ッ ト語 における交替の具体 的規則 は，チ ベ ッ ト文語の連辞規則とか な

り異 な っ て お り，そ の 点が 非常 に興味深 い 。 本稿 で は青海省海南チ ベ ッ ト族自治州共和県にお

ける ア ム ド ・チ ベ ッ ト語の デ
ー

タ を用 い ，形態音韻的 な交替現象の 全体像を記述 し，最後に ，

チベ ッ ト文語 との 比 較を通 じてそ の 特徴 を明 らかに した い 。
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2　デー タと先行研究

ア ム ド・チ ベ ッ ト語 は中国青海省の 全域 甘粛省 と四川省の 一
部で話 されて い る 。

図 1　青海省 とそ の 周辺 （黒塗 りの部分が共和県）

　現地調査
（7）

は 2005 年 から 2007 年の 間に青海省 海南チベ ッ ト族 自治州共和県チ ャ プチ ャ鎮に

おい て行 っ た 。

　ア ム ド・チベ ッ ト語 に関す る先行研究の 中には，形態音韻 的な交替現象につ い て の 記述が み

られ る もの もある （敏生智 1990，格桑居冕 ・格桑央京 2002，周毛草 2003，Haller　2004）。 しか

し，こ の 交替現象の 全体像 を扱 っ た研究 は未見で ある 。 なお本稿で は詳細 を示 さない が，これ

らの 先行研 究と本稿の データ を比 べ る と，ア ム ド ・チベ ッ ト語の 中で も形態音韻的な交替現象

は各方言 によ っ て多少異なる 。

3　各交替形の パ ター
ン

　接辞，助詞，助動詞の 交替は語幹 を単独で発話 した際の末尾の音素に よっ て ほぼ規則的に き

ま る 。 各環境 にお い て 現れ る交替形 はその 頭子音 （単独 の 子音の 場合 もあれ ば子音連続の 場合

もある）が交替する 。 さらに，場合 よ っ て は語幹末尾が交替する こ ともある 。 こ の音変化は ，

単独で現れ た場合 に，語幹末尾が ！pf，！V，1rfの い ずれかで終わる場合 におこ る 。 特に，語幹末

尾 の 〃 は多 くの 環境で交替がお こ る 。 語幹末尾の 1p1お よび fr〆は，　IVに比べ ，そ れほ ど多 くの

環境で は交替がおこ らない 。

　以下の §3．1− §3．5 で は，交替形の 頭子音の パ タ
ーン に よる分類 と各パ タ

ーン に属する接辞，

助詞，助動詞の 例文 を示す 。 ただ し，同 じ交替 パ タ
ーン に属する もの が複数ある場合に は，代

表 として その うちの 1 つ の 接辞 助詞，助動詞 の 交替の み を示す 。 例文 を示 して い な い 要素の

交替現象につ い て は海老原 （2008）を参照 して い ただ きた い 。

§3．11tg・・da！の 交替

§3．21k〜9！の 交替
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§3．3　fr〜t・−nq ！の 交替

§3．4 ／sh〜tsh！と fz・−ts／の 交替

§35 語幹末尾 へ の 同化

　た だ し，頭子音の 交替パ タ
ー

ン が 同 じであっ て も，交替環境が異なる場合や ，語幹の 交替の

有無が異なる場合がある 。

　ア ム ド ・チ ベ ッ ト語で は，音節の 末尾 にた つ こ との で きる音素に，！p1，1k1，！m ノ，1n／，！g！，

IV
，

！r！
， 母音がある 。 したが っ て ， こ れ らの 環境 に お ける交替形 の 現れ方を示 して い く。

3．1 ／tG〜d乙ノの 交替

　頭子音が 1to〜dafの 交替 をする もの には，「未来」 を表す助動詞 ｛＝ D 瑚 ∂n ｝（縮約形 ｛
＝Dzi ｝）

と ｛
＝D窟 e1｝，そ して ，名詞化接辞 ｛−Dz 。｝がある 。 表中で は交替形 の 頭子音の み を示す 。

！tQ1

と 1dafどち らも出現可能な場合もある （表中で は
‘
t¢　or 　ds’と示す），

　なお ，表中の （）内に は語幹末尾の 交替を記す 。 （1→ t）とは語幹末尾の 111が 〃 に交替す

る こ とを，（p → p！t）とは語幹末尾 の 1pノが交替 しない 場合 と 1tiに 交替す る場合が ある こ とを表

す。

【表 21 ！tG−dz！の 交替

語幹 末尾 ’P 一k 一m 曽n 一u 一1 一r 一の

助動詞

｛＝ D 訓 on ｝

　 に

（P →P！t｝
血 d影   財

　 tg

（1→t）
銘 d畢

助動詞

｛＝D 影irel｝
　 tg

（P →P〆の
血   d畢 面

　 to

（1→t）
血 d影

名詞化 接 辞

　 ｛−D 穎。 ｝
tβ ord 年 吻 面 d畢 d届

　 tG

（1→t）
d影 d畢

　「未来」を表す助動詞 ｛＝Dzijen｝（縮約形 ｛＝D 鴻 ）の 例 を示す 。
こ の 助動詞 に は， ； t¢ijon

（＝tgi），＝【璃 gn （＝dai）とい う交替形がある 。 語幹末尾が fpf，〃 の 場合に は ＝ 　tGijon（＝tgi）

が現れ る 。 た だ し，＝tGijgn（＝toi）が現れる場合 ， 語幹末尾 も〃 に交替す る こ とが ある （例 は

（16），（17））。 それ 以外の 環境で は ＝daijon（＝dzi）が現れる （例 は （18）一（23））。

（16）

（17）

（18）

（19）

nbet 　＝ 　tgi　　　　 ／　　　　 nbep ＝tgi　　　　　　　　 「降 りる」

降りる ；NPST ＝AUX 　 　 　 降 りる ：NPST ＝ AUX

（！nbeti は動詞 ノnbep ／「降 りる」の 末子音 1pノが 〃 に交替 した もの である）

nbot＝tgi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「出る」

出る ：NPST ＝AUX

（／nboti は動詞 ！nb ？11「出る」の末子音 〃 が ！t／に交替 したもの で ある）

ndok ＝dzi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「い る」

い る ；NPST ＝AUX

ndem ＝dai　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「選ぶ」

選ぶ ≡AUX
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（20）

（21）

（22）

（23）

len＝ dzi

取る ：NPST ＝ AUX

jOD＝ dai

来る ＝ AUX

tQher＝ dai

持 っ て行 く ＝AUX

ndao ≡dai

行 く ：NPST ＝AUX

3．2 ／k・−gノの 交替

「取る」

「来る」

「持 っ て 行 く」

「行 く」

頭子音が ！k〜g1の 交替をする もの に は，「状態，属性」 を表す助動詞 ｛
＝Go｝，「進行，習慣」

を表す助動詞 ｛＝Gojol｝と ｛≡　Gej　oklco ｝（縮約形 ｛＝Goko ｝），そ して，「目的，使役 付帯状況」

を表す接続助詞 ｛＝Ge ｝がある。

【表 3】　！k−grの 交 替

語幹末尾 ’
P 一k 一m 一n 一

〇
一1 一r 一の

助動詞

｛＝G 。 ｝

　 k

（P →P灰）
k 9 9 9

　 k
（1→k） 9 9

助動 詞

｛＝G旬ol｝

　 k

（P → P〆k）
k 9 9 9

　 k
（1→k）

9 9

　 助動 詞

｛− G句o感 o ｝

　 k

（P→P生）
k 9 9 9

　 k

α→k＞ 9 9

接続助詞

｛≡G 。 ｝
k k 9 9 9

　 k
（1→1ω

9 9

　「進行，習慣」を表す助動詞 ｛＝GejokCko｝（縮約形 ｛＝Goke｝）の交替を示す。 ｛
＝Gejokko｝には

＝・　gejolClco（＝goko）と ＝kojokko（＝kok：）とい う交替形が存在する 。 語幹末尾が ノp！，〃，！r！の

場合，＝kej　okke （＝ kok。）が 現れ る （例 は （24）一（26））。 語幹末尾の ノp1 は ＝ kojokk。 （＝ kok。）

が後続する と pa に交替する こ とがある （例は （24））。 語幹末尾の IV は ≡k。jokkg（＝koke）が

後続する と 1k1に交替す る （例 は （26））。 それ以外 の 環境 で は ＝ gejokko（＝gok2）が 現れ る （例

1ま　（27）一（31））o

（24）　hek＝ko】（e 　　　 ／　　　 hep＝kokg　　　　　　　　「い らっ し ゃ っ て い る」

　　　 い らっ し ゃ る ＝AUX 　　　　 い らっ しゃ る ＝AUX

　　　（1hek〆は動詞 thep／「い ら っ しゃ る」の 末子音 Xp！が ！k／に交替 した もの で ある）

（25） nΦk＝koke　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「合 っ て い る」

　　　合う ＝ AUX

（26） jek＝koko　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「して い る」

　　　する ：NPST ＝AUX

　　　（！j　ek1 は動詞 fjel1「す る」 の 末子音 〃 が 偲 に交替 した もの である）

（27） ndem ＝goke　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「選ん で い る」

　　　選ぶ ； AUX
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（28）　　then＝goko

引 く ＝AUX

（29）　　joq＝geko

来 る ＝AUX

（30）　　tGher＝goke

運ぶ ＝AUX

（31）　　li＝goko

一
ア ム ド・チ ベ ッ ト語に お ける形態音韻 的な交替現象

一

つ くる ＝AUX

「引 い て い る」

「来て い る 」

「運ん で い る」

「つ くっ て い る」

3．31r −・t・−nql の 交替

　頭子音が fr−t−nqf の 交替をする もの
（s）

に は，「命令」 を表す文末助詞 ｛＝Ra｝，「〜 した時，
〜

して い る時」接続助詞 ｛＝Rithatsho｝，「〜も，〜と」 を表す談話助詞 ｛＝Ra ｝，「〜した ばか りの

時」 を表す接続助詞 ｛＝Ron ｝，「譲歩，逆接」を表す接続助詞 ｛＝Roηkoηηa｝，「逆接」を表す接

続助詞 ｛己Ra ｝がある 。

一
は，該当する例がみ つ か らなか っ たこ とを表す 。

【表 4】 Ir−t−nd ！の 交替

語幹 末尾 一P 一k 一n 一m 一
囗

一1 一r 一 

文末助 詞

1＝Ra ｝
『 「 n軋orrn 軋orr 岻 orr

　 t
（1→ o

　 t
（r→o

r

接続助 詞
　 　 h　　 h

｛
＝Rit　ats 　o ｝

r r n 軋Grr r n40rr
　 t
（置→o

　 t
（r→0

r

談 話助 詞

｛
＝Ra ｝

r r n 軋 r r
t（1→ゆ

　 orrt

（r→ゆ

　 Qrr
r

接続助詞

｛−RoO ｝
r r nd． r r

　 t
（1→o

　 t
（r→0

r

接 続 助詞

｛＝R 。ηk。ηηa ｝
r r n吐 r r

　 t
（1 → o

　 t
（r→0

r

接 続助詞

｛
≡Ra ｝

一 一 n 軋
一 一 　 t

（1− o
一 r

　接 続 助 詞 ｛＝Riflatsho｝（縮 約 形 ｛
＝Ri｝） に は，＝tithatsho（一・　ti） と ＝n （lithatsho（＝ndj），

＝rithatsh・ （＝ri） とい う 3 つ の 交替形がある 。 語幹末尾が β／，1r！の 場合，＝　tifhatsho（＝ti）が

現れる （例 は （32），（33））。 この場合，語幹末尾の 11！，1rfは 1t！に交替する 。 語幹末尾が ！n／，

1η1の 場合，＝n （lithatsho（＝ n（ll）が 現れ る （例 は （34），（35））。 それ以外 の 環境で は ＝rithatsho

（＝ri）が現れ る （例は （36）一（39））。

（32） jot＝tithatsho　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「あ っ た 時に」

　　　あ る ＝CONJ

　　　（！j　otf は動詞 ！jo11「ある」の 末子音 IV が ／t！に交替 したもの で ある）

（33） kh。t＝健 atsho 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「担 い だ時 に」

　　　担 ぐ 扁 CONJ

　　　（／khet！は動詞 ！khor1「担 ぐ」の 末子音 ！r1 が 1t！に交替した もの で ある）
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（34）　loma　jen　＝　n （ij“atsho 　　1

　　　学生　COP ＝CONJ

（35）　　joO＝n（Uthatsho　　　　　　　1

　　　来 る 一CONJ

（36）　　hep；rithatsho

　　　 い らっ し ゃ る 一・　CONJ

（37）　　ndok ＝dthatsho

　 　　 い る ：NPST 　＝・　CONJ

（38）　ndzo 皿
＝rithatsho

　　　集まる ≡CONJ

（39）　　ndzQ 三rithatsho

　　　行 く 二NPST ＝ CONJ

1・ ma 　 j∂n − rithatSh ・

学生 　COP ≡CONJ
−
　　 　　

’h　 　 　 　 　 h
JOD＝nt 　ats　O

来る ＝ CONJ

「学生で あ っ た 時に」

「来た時 に」

「い らっ しゃ っ た時に」

「い た時に」

「集 ま っ た時に」

「行 っ た時に」

3．4　／sh −tsh／と1z−tsノの 交替

　頭子音が 1sh−・tsh1の 交替 をする もの に は ， 「場所」を表す名詞化接辞 ｛−Sho｝，「完遂，事態の 生

起，想定を超えた事態」 を表す助動詞 ｛＝Shoη｝が ある。 頭子音が 1z−ts1の 交替 をする もの に は，

「推察，伝 聞」 を表す助動詞 ｛−Zok｝が ある。

【表 5】 ／sh〜tshtと fz〜tstの 交替

語幹 末尾 冒P ・k ，m ■D 一
η

一1 一r ・ 
名詞化接辞

　 ｛・Sho｝
sh sh sh sh shtsh

（】→t）or

sh （1→s）
sh sh

助動 詞

｛
＝S卜

叨 ｝
sh sh sh sh shtsh

（1→のor

sh （1→ s）
sh sn

助動詞

｛＝Zek｝
z Z z Z Z 的 （1→ t＞ z Z

　「完遂，事態 の 生起 ， 想定を超 えた事態」を表す助動詞 ｛＝S“
og ｝には，・・　shOU と ＝tshOlとい

う2 つ の 交替形が ある 。
＝shop は全 て の 環境で現れ るこ とが で きる が，＝tshog は語幹が IYで終

わ る時に の み現れ る （例 は （40））。 その場合，語幹末尾 の IV は 〃 に交替す る 。 語幹末尾の ／1／

に ＝ sho η が後続する場合 に は，〃 は ！sf に交替する 。

（40） met ＝ tshoe　　　／　　 mes 冨shoり　　　　　　 「無 くな っ た，亡 くなっ た」

　　　な い ＝ AUX 　　　　　　　 な い ＝AUX

　　　（／meti は動詞 ！meV 「ない 」の 末子音 〃 が 〃 に交替 し，1mes1は動詞 ／meV 「ない 」の 末子

　　　音〃 が 1s1に交替 した もの で ある）

（41） n （lep＝ shog 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「成就 した」

　　　成就す る ＝ AUX

（42） lok　・＝　shop 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「変わ っ た」

　　　変わ る ＝ AUX
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ndzom ＝shoη

まとまる ＝AUX

l・n ニshOU

達する 一AUX

kap＝sh・η

満 ちる ＝AUX

tshar− sh ・ O

終わ る ＝AUX

ko；si
’
Ol

わ か る ＝AUX

「まとまっ た」

「達 した」

「満 ちた」

「終わ っ た」

「わか っ た」

　「推察，伝聞」 を表す助動詞 ｛
− Z。k｝には ＝zek と ＝tsek とい う2 つ の 交替形があ る 。

＝tSok

は語幹末尾が ／y の場合の み に現れ，そ の 他の 環境で は ＝zok が現れ る 。
＝・　tsek が現れる場合，

語幹末尾の ル は 〃 に交替する 。

（48） Get ＝tsok　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「話 した」

　　　話す ＝AUX

　　　（1¢ eti は動詞 ！geV 「話 す」の 末子音 〃 が 〃 に交替 した もの であ る）

（49）　hep＝　zok 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「い らっ しゃ っ た」

　 　 　 い らっ し ゃ る ＝AUX

（50） zek ＝zok 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「させ た」

　　　 させ る ：PAST ＝AUX

（51）　htsem＝zok 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「執筆 した」

　　　執筆する ＝AUX

（52） “on ＝zok 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「着 い た」

　　　着 く ＝AUX

（53）　thOl・　zok 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「飲 んだ」

　　　飲 む ＝AUX

（54）　ngor ＝zok 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「過 ぎた」

　　　過 ぎる ＝AUX

（55）　li　＝　zok 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「した」

　　　する ＝AUX

3．5　語幹末尾 へ の 同化

　頭子音の 一部が語幹末尾 に （完全また は不完全 に）同化す る もの には，「動作連続，付帯状

況 」を表す接続助詞 ｛＝Ni｝，｛＝Na ｝，「発話者視点」を表す助動詞 ｛＝Ca｝，与格助詞 ｛＝Ca｝が

ある。

　｛＝ Ni｝と ｛＝・Na ｝の
‘N ’

は鼻音 （Nasal）を，｛
＝Ca｝の ℃

’

は不特 定の 子音 （Consonant）を

表す。
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【表 6】　語幹末尾へ の 同化

語 幹 末 尾 ’P 一k 齢m 一n 一
弓

一1 一r 一 

接続助詞

｛
＝M ｝

　  

（w 。−
P）

o o n o の   の

接続助詞

｛
≡Na｝

　 o

（w ←P）
の   n o の   の

助動詞

｛＝Ca｝
worO

（w ← P）
o o n 9 の o o

格助詞

｛
≡Ca｝

worO

（w ← P）
kor   rn　or の n り o o  

　「動作連続，付帯状況 」を表す接続助詞 ｛＝Ni｝は語幹末尾が 1n！で 終 わる場合 には rni で現れ

（例 は （56）），語幹末尾が ／η1で 終わる場合には 司 iで 現れる （例 は （57））。それ以外の場合に

は ＝iで現れ る （例 は （58）一（63））。 ただ し，語幹末尾が 1p！で終わる場合には fp！は ＝iの 前で ／w1

に交替する （例 は （58））。

（56） thon；ni 　　　　　　　　 「到着 して」

　　　到着す る ＝CONJ

（57）　shoη
＝

ηi　　　　　　　　 「行 っ て」

　　　行 く ：PAST ＝ CONJ

（58） nφ w ＝i　　　　　　　　 「成就 して」

　　　成就する ＝ CONJ

　　　（1ndsw！は動詞 ！n 噸pノ「成就する」の 末子音ノpノが ！w1 に交替 した もの で ある）

（59） daek＝i　　　　　　　　　 「走 っ て」

　　　走 る ＝CONJ

（60）　dem ＝i　　　　　　　　　 「結んで」

　　　結ぶ ≡CONJ

（61）　t¢
her ＝i　　　　　　　　　 「運 んで」

　　　運ぶ ≡CONJ

（62）　tchel・＝i　　　　　　　　　 「連 れて行 っ て」

　　　連れて行 く ＝CONJ

（63） hti＝i　　　　　　　　　 「見て」

　　　見 る ：PAST ＝CONJ

　与格助詞 ｛＝Ca ｝は，語幹末尾が ！p！で終わ る場合には ＝wa または ＝・a で 現れ る 。
＝ a で現 れ

る場合には，＝a の 前で 語幹末尾の ノpノが ／w1 に交替する （例は （64））。 語幹末尾が 偲 で 終わる

場合に は ＝ ＝ a また は ＝kaで 現 れる （例 は （65））。語幹末尾が 1血／で終わ る場合 に は ＝a または

＝ma で現れ る （例は （66））。 語幹末尾が ！n1 で 終わる場合には ＝ na で 現れ （例は （67）），語幹

末尾が 11／で 終わ る 場合 に は ＝Da で 現れ る （例 は （68））。 それ以外の 場合 には ＝a の み で現れ

る （例 は （69）一（72））。 語幹が母音で 終 わる場合に は与格助詞 自体が現 れない こ ともある （例 は

（73））Q

　「発話者視点」を表す助動詞 ｛＝ Ca｝もこ れ と似た交替を示すが，表 6 に示す ように，語幹末
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尾が k ，／m ノで あ っ て も ；0 で 現れる 。

（64） t・nΦP＝wa

　 　 　PSN ＝DAT

（65）　htgek　＝ ka

　 　 　 1＝DAr

ノ

ノ

tonOわW ＝a

PSN 　＝・　DAT

hteek＝ a

Ii＝DAT

（66）　 sem ≡ma 　　　／　　 sem ＝a

　　　心 冨DAT 　　　　　　心 ＝DAT

（67）　 shemtgen ＝＝na

　　　生物 ＝DAT

（68）　　taD＝！〕a

　　　共産党 ：Ch，＝DAT

（69）　“emtgel ＝a

　　　全て ＝DAT

（70）　 mar ＝a

　 　 　下 ＝DAT

（71）　　la ＝ a

　 　 　 lSG ＝DAT

（72）　　renpotghe ＝ a

　　　リン ポチ ェ ； DAT

（73）　tasha＝＝  〔9）

　 　 　 PLN

shOD ＝pi

行 く ：PAST ＝CONJ

「トン ドユ プに」

「1 つ に．1 人に」

「心 に」

「生物に」

「共産党に」

「全 て に」

「下に」

「私 に」

「リン ポチ ェ に」

「ラ サ に行 っ て」

4　考察

　以 上，ア ム ド・チ ベ ッ ト語 にお ける各接辞，助詞 および助動詞 の 交替 を観察 した 。 交替には，

接辞，助詞お よび助動詞の 頭子音の交替 （§4，1）と，語幹末尾の 交替 （§4．2）が み られ る 。 以

下では この 2点をチ ベ ッ ト文語 との比較を行い なが らまとめ る 。

4．1　接辞 ， 助詞および助動詞の頭子音の交替

　 §3 で述べ た，接辞，助詞お よび助動詞の 交替形の 頭子音の パ タ
ー

ン （§3．1〆t¢・・da1の交替，

§3．2　lk−・g／の 交替， §3．3／r〜t−nqX の 交替…， §3．4　！sh〜tsh1と ！z・−ts1の 交替， §35 語幹末尾へ の 同

化）は，音声的特徴か らは，以下の ように まとめ る こ とがで きる 。

・有声音一無声音の 交替 ：1tg〜daf，〆k−g〆，1z−・ts1（1°）

・1r1とそ り舌音の交替 ：！r牽 n （l！
・摩擦音 と破擦音の 交替 1 ／sh・−tshf，！z−ts！

・語幹末尾へ の 同化 ：1n−p−・｛b！，　 fw・・n −n・・Of，！w ・・k・・m 〜n ・・η
一e1

一100一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoclat 二lon 　for 　工 lbetan 　St二udles

一 ア ム ド ・チベ ッ ト語における形態音韻的な交替現象
一

　ア ム ド ・チベ ッ ト語で み られ る こ れ らの 交替規則 はほとん どがチベ ッ ト文語 の 交替規則 （附

ee　1 を参照）とは異 な っ て い る 。 ただ し ， 語幹末尾へ の 同化 はチ ベ ッ ト文語 の
’
iM7 　

’P
’
o に み ら

れる交替 （附録 1の 表 13，表 14） と類似 して い る 。

4．2　語幹の 交替に つ い て

　ア ム ド・チ ベ ッ ト語は語幹 も交替
（m

をお こす点にお い て チ ベ ッ ト文語 と大きく異 なる。 具体

的に述べ る と，語幹末尾が 後続の 音素に （完全 また は不完全）同化をお こ し て 交替す る 。 語幹

の交替を （74）に示す 。 交替をお こ すの は，末子音の ／p！，！V，！r！で ある
（12）

。 以 下にその 交替規

則をまとめ る。 （ ）内は交替の お こ る環境を記した 。

（74） 語幹末尾の 交替規則

　　　・ノp！→ 　〃 （／tg／の 前），偲 （／k1の 前），ノw1 （1af．〃 の 前）

　　　・！1／→ 　 1t／ （／ts1，　 fto1の 前），〆tf（！tfの 前），

　　　　　　 1k1（ne の 前），1s〆 （1s！の 前）

　　　・！r1→ 　1t／ （！tfの 前）

　ただ し，語幹の交替 は，同じ音韻的条件下 におい て もお こ る場合 とお こ らな い 場合が あり，

接辞や助詞，助動詞 の 交替 に比べ る と交替を予測する こ とが 難し い と考えられ る 。

　チ ベ ッ ト文語にはみ られない この語幹の交替は，ア ム ド ・チ ベ ッ ト語で特に観察され る もの

で あ り，非常に興味深 い 現象であ る 。 こ の 交替が何に起因 して起 こ っ た もの か につ い て は今後

も考察の 余地がある 。

5 今後の課題

　本稿で は青海省海南チベ ッ ト族 自治州共和県で話 され る ア ム ド ・チ ベ ッ ト語にお ける形態音

韻的な交替現象を扱 っ たが ，同様の 交替現象は，ア ム ド・チ ベ ッ ト語の 他の 方言 に もみ られ る 。

さ らに，こ の ような交替はア ム ド・チ ベ ッ ト語 の他 に，ラダ ッ クで 話され るチ ベ ッ ト語に もみ

られ る （Koshal　 I　979，
34−39）。 今後 は こ の 交替現象に 関して，ア ム ド

・
チ ベ ッ ト語の 方言 間お

よび他地域の チ ベ ッ ト語 との 比較 を行 い ，チベ ッ ト語 内部で の通時的な言語変化を考える端緒

と したい 。

略号表

AUXCh

．

CONJCOPDATGEN

Afflx　boundary

Clitic　boundary

Auxiliary　verb

ChineseConjunction

CopulaDative
　case 　 marker

Genitive
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　 NPST 　 Non −past

　 PAST　 Past

　 PLN 　　Place　name

　 PSN 　 　 Person　name
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附録 1　 チベ ッ ト文語の 連辞規則

　以下の チベ ッ ト文語の 連辞規則 は sKa ／bzang ’
（7Lvur　med （1981），　 Beyer （1992），山口 （1998）

を参考 にして まとめ た 。

【表 7】　 竹囮 1即 ，岬 郷 囹

語幹末尾 η、毋 ∫、1 賦 ∂，3 9 ，48 診，o

交 替形
募4

釧 汐

加
’

畑 汐

ρ

顔

70 ψ

カ or 脚

【表 8】 tShi　phrnd

語 幹末尾

交替形

ゴ，b，　 s

蜘 刀

9 ，nggrfi ”，m ，　 r，　 fgylM Sa
，の

コm ，（gin）

【表 9】　rge 　sdv ゴ初
『
sg　a

語幹末尾

交替形

9，d，　 b，　 skyang ng ，　 n，　 m ，　 r，　 i

罵

’
a，o

初 gor罵

【表 10】　乃潔8 ∂o∂3 柳
’
柳

語 幹末尾

交替形

8 ，ng ，　 b，　 m ，’
a，　 o

5如

n ，r，1，5te

【表 1玉】　 tshrg
’
　 phrad

語幹末尾 5 8，4 ρ 噌 ，〃 ，加 ，r，ノ，毎， 

交替形

訪 惚

5加 5

訪 ε朋

ε力髢

o名 

oo508178

吻

z 力勿

z δ5z

加 π∂

z 翊

【表 12】 海 伽

　　　　語 幹末尾　　　　　　　　 s

　　 　 　 交替形　　　 　　　　 　　 su

（la と na は い ずれ の 環境 で も出現可 能）

8，btu ng ，　 d，　 n，　 m ，　 r，ノ

du

’
a ，o
．rorIU

【表 13】　
’byed　sdu （1伽

『
sgTa

語幹 末尾

交 替形

8

脚

ngfigam ゴ

伽  

bban 仞

毋 atn

！

 

ノ

latnsatm

’
n，の

’
am

【表 14】　西血 【即 嫐 碧81 聯

語幹 末尾

交替形 即

ngngoddonno bbo 耀

刀70 」0

1lo50 ’
a， 

，
0
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附録 2　 音節構造 と音素 目録

音節構造

（C1）（C2）（C3）V （C4）

音素目録

　38 の 子音音素と 7 つ の 母音音素を設定する こ とが可能で ある。

【表 15］　 子音音 素

bilabjal！

labiodentalalveolarretroflexalveolo

−

paiatalpalatalvelar
uvularglottal

stOP

P［Plph
［ph］

b［
nb

］

t［t］

th［th］
d［

hd

］

t囮
♂［亡1
可

且

中

k［klkh

［kh］

9［
hg

］

a岱 icate
ts【ts〕
tsh［tsh】

dz［
且
dzI

to［to］

t弔
h
［t。

h
］

dる［
痛d司

廿iじ atiVO f［f］
蔓［笹］，s［s】，

・
h
［・

h1，4
且

Z ］
婁團

φ囹

多［
丘

司
亨［gx］

x【xy［x
“．
亅

K 陶 〆［  「
h［h】

nasal m ［m ］ n ［n ］ 恥［司 η［η］

liquid ［［1］，r肉
semi −vowelw ［w ］ j田

母音音素

／i！［i］　　　1y1［y］　　　　　　　fu／［uuβ］〜［Ulu ］

　　　！e1 ［ε］　 Xe！［。］　〆o〆［。］

〆a！［A ］

注

（1） 接辞 の 中には，人 を表す接辞 （−pa1−baノーwa ）の よ うに，どの 音形の接辞が選択され るかが共時的

　　 に は 予測 で きない もの や，複数接辞 （−toho／−too／−zo ）の よ うに い ずれ の環境で も自由変異 として

　　 現れ うる もの もある 。 これらに つ い て は今回の考察の対象外とする 。

（2） 頭子音が形態音韻変化をする接辞，助詞お よび助動詞につ い て は，それ らの 基底形を設定する。

　　 こ の 基底形 は 形態音素表記 で あ る の で ，Lass （1984，57）の 表記法に し たが い ，｛　 峯に入 れ て 表

　　 記する 。 交替形の うち，現 れ る環境が最 も多い もの を基底形 とし，基底形 の 初頭子音は大文字で

　　 表記する 。 例文中で は，実現 した通 りの 形 を音素表記 で 示す 。

（3） 斜体 はチ ベ ッ ト文字 の ワ イリ
ー

転写表記 で ある こ と を意味する 。

（4） 「チベ ッ ト文語」と い う表現 は非常に漠然と し た表現で ある が，本稿の 中 で は 「9 世紀以 降に古

　　 典チベ ッ ト語の諸規則が適用 され，改変され た書写語」 とい う意味で 「チ ベ ッ ト文語」 と い う言

　　 葉を用 い た い 。

（5） DeLancey （2003，258＞はチベ ッ ト文語 の 連鰄 則 にり い て
‘

［S］everal 脚 atical　 m 。帥 emes ，

　　 presumably　clitics
，
　show 　altema 幡 血 丗e 血 ti烈 c。nsonant 　dependmg　 on 　the　final　 of 　the　preceding

　　 word
’
と述 べ て い る。

（6） −O は後置字が後続 しない こ とを表す 。
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（7）　 こ れまで の調査は，以下の 助成 に よ っ て 可 能 となっ た ： 日本学術振興会科学研究費補助金 基盤

　　 研究 （S）「チ ベ ッ ト文化 圏における言語基層の 解明一チ ベ ッ ト ・ビル マ 系未記述言語の 調査 と

　　 シ ャ ン シ ュ ン 語 の 解読」（2005−2008） （代表者　長野泰彦），日本学術振興会科学研 究費補助金

　　 （特別研究員奨励費）「チ ベ ッ ト語ア ム ド方言の文法記述」（2005−2007）。

（8） 接辞や 助詞，助動詞の 他 に，コ ピ ュ ラ動 詞 ｛Rel｝も音韻 交替をする こ とがある 。 前の 要素の末尾

　　 が 〃 で終わる場合 には telが現 れ，1n／で 終わる場合 には ndel が現れ る 。 た だ し，い ずれ の環境

　　 で も rel が現れ る こ とが可能で あ る 。 以 下 に コ ピュ ラ動詞 ｛Re1｝の例 を示す。｛Re1｝の 末子音 ru

　　 は出現環境に よっ て 現 れなか っ た り，後続する要素に 同化 して 現れた りする。

　　 （a） wot 　　　　 te．　 〆　wol 　　　　　 re．　 「チベ ッ ト人 です」

　　　　 チ ベ ッ ト（人）COP 　　チベ ッ ト（人）　 COP

　　 （／wot ！は名詞 1woV 「チ ベ ッ ト （人）」 の 末子音 nfが ！t／に交替 した もの で ある〉

（9）

（10）

（11）

（12）

（b）　dろ∋ntshen

　　 理由

（o）　　ton〔tep
　 　 PSN

n 〔Le．　 f （伽 ntshen

COP 　　理 由

　

P

．

OreC

re．　 「理由で す」

COP

　　　 「トン ドゥ プで す」

移 動 の 到達点を表す名詞 （句）は，通常，与格を伴 っ て現れ る 。 例えば，otajamen 「ウ タ ヤ メ ン 」

とい う場所に 向か うこ とを表す場合に は，otaj　amen ＝na （PLN ＝ DAT ）「ウ タヤ メ ン に」 と発話す

る 。 母音終わ りの場合の み ，＝・の で 現れ る こ とがある 6

1z−tsfの 交替は，有声音一無声音 の 交替で もあ り摩擦音一破 擦音 の 交替で もある 。

語 幹の 交 替は北 イ ン ドの ラ ダ ッ ク の チ ベ ッ ト語 に もみ られ る 特徴で ある 。 （Koshal　 1979，

34−35）：khyod＋   → khyot−k 
‘
you

’

（2PL），
60−thub十pin→ 60−thup−pin

‘Had　been　able　to　do’，

己o一ごug ＋ 蓉ik→Eo−6uk＋ 削（
‘Get　done’

，　sil−lo−phog 十kok→sil−lg−phok ＋ kgk ‘Had 　to　read
’．

語幹末尾の 1pf，　A！の交替に つ い て は，ア ム ド・チベ ッ ト語 Themchen 方言 を扱 っ た Haller （2004 ，

31−32）に も記 述があ る。
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